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１ 【全国木材産業振興大会】福島大会開催される 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.県農林水産部長へ予算等要望 

4.地域林業を元気づける「原木市」開催 

5.山形県 JAS製材連絡協議会開催 

 

 

1.[全国木材産業振興大会]福島大会 

3.林業まつり３年ぶり開催 

目 

次 

6.11月以降の行事 

〇 木材産業功労者表彰（全木連会長表彰状授与） 

今回の表彰においては、当組合の理事で、山形木 

材業組合長の【鍋倉 利樹】氏（鍋倉製材所）が受賞さ 

れました。 

東京五輪・パラリンピックへの市産材を活用した 

構造躯体の製作・提供への貢献、県産木材及び山形 

市産材の利用拡大への貢献など、地域材の利用拡大 

と地域製材業の発展に大きく寄与したことでの受賞 

＝おめでとうございます＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国木材産業振興大会が、全木連及び全木連東北支部、福島 

県木材協同組合連合会等が主催（担当）となり 10 月 27 日(木) 

に、福島県郡山市磐梯熱海温泉ホテル華の湯で、約 500 名が参 

加して開催されました。本組合からは理事長、組合理事や、山 

形木材業組合を中心に 20 名の皆様に参加していただきました。 

大会は大会議事として、大会宣言決議、決意表明が行われ、 

その後、記念講演会、各種表彰式が行われました。 

【大会スローガン】【宣言決議】概要 

＝ウッドチェンジ 暮らしにもっと木を取り入れよう＝ 

・都市の木造化等木材利用を積極的に働きかけ・森林資源の循環利用と再造林できる体制づくり 

・木材振興予算の確保と税制特例措置の継続 ・新たな木材利用を創出する技術開発・普及啓発 

・合法木材や JAS 製材品等品質・性能の確保 ・木材産業従事者の労働安全確保、死亡災害絶滅 

 

 

 

 

 

 

林野庁次長、元長官、全木連会長等との記念撮影 

山形木材業組合幹部の皆様との記念撮影 

松田理事長と撮影 

令和 4年 11月 10日 暮 ら し に 生 か そ う 木 の 良 さ を 11月号 (第 49巻 8号) 1 

山 形 県 木 材 産 業 協 同 組 合 

〒990-2473 山形市松栄 1-5-41 

TEL.023-666-4800 FAX.023-646-8699 

URL:https://www.mokusankyo.jp 

E-mail:yamawood@mokusankyo.com  
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２ 県農林水産部長への予算等の要望書の提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 第30回山形県林業まつり開催!! 【3年ぶり開催で約2万人の来場者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 11月 10日 暮 ら し に 生 か そ う 木 の 良 さ を 11月号 (第 49巻 8号) 2 

3 年ぶりとなる【林業まつり】が、10 月 15 日・16 日（土日）に天童市県総合運動公園

駐車場特設会場で開催されました。新型コロナウイルスの関係で規模を 3 分の 2 に縮小し

て木材関係の出展を中心としましたが、約２万人の方に来場していただきました。 

15 日の正午からは、「オープニングセレモニー」として、主催者と来場者による丸太カ

ットが行われ、その後、各出展者の木工体験教室等は大変な賑わいとなりました。 

（林業まつりは、その財源の 7割以上が、企業協賛金となっています。改めてお礼を申し上げます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 〇【木造構造躯体の展示・広葉樹材の PRコーナー】 
 

今年度は、賛助会員となる㈱沼澤工務店、本組合の山形プレカット協会が 

中心となり、木造躯体の展示を行いました。品質性能の確かな、JAS認証材 

等の木材を使った展示場を沢山の方に見学していただきました。 

また、県産広葉樹材を活用したブースも人気のコーナーで品質、デザイン 

の良さが評判となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇【林業３団体が揃って【農林水産部長】に要望書提出】 

10月 18日（火）に、林業 3団体（公益財団法人やまがた

森林と緑の推進機構：理事長 今井 敏、山形県森林組合連

合会：代表理事会長 佐藤景一郎、山形県木材産業協同組

合：理事長 松田 賢）が、令和５年度「森林整備予算確保

に向けた要望書」を提出しました。森林整備事業に係る県当

初予算を大幅に増額し十分に確保することを重要課題として

要望しております。 

〇【木材産業振興に関する【農林水産部長】への要望】 

 10月 20日（木）に、木産協：松田理事長が「木材産業関

連対策に関する要望書」を提出しました。 

① 地域材を製材工場に安定供給する川上・川中の連携強化対策 

② 県産認証材を活用した木造建築への支援に係る県当初予算の確保 

③ 一般住宅や民間施設における県産 JAS 認証材等の利用拡大 

④ 建築関係者と連携した木造建築に精通した人材の育成 

など地域製材工場を中心に民間分野の地域材利用を支援す

る対策を講じることを重要課題として要望しております。 

 

 

 

【林業３団体の要望】 

 

 

【木産協単独要望】 

 

 

オープニングと

丸太カット➡ 

 

← 出展ブース 

の状況 

松田理事長の主催者挨拶 

人気のグランピング用構造躯体 

県産広葉樹材製品展示 

県プレカット協会の展示 

伝統的木造構造躯体展示 
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４ ㈱山形城南木材市場からのお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

５ 山形県JAS製材連絡協議会（10月19日（水）山形市内で、研修会形式で開催） 

 

 

 

 

 

 

６ １１月以降の行事 
日 程 行  事  名 予定出席者 

11.17～ 東京都【モクション】県産製材品展示会（17日～29日）東京都施設 専務ほか 

11.18 東京都【モクション】オンライン説明会（東京と全国を結ぶ） 専務ほか 

11.22 第 2回「地域材を活用した木造建築セミナー」市内ホテル 理事長、専務ほか 

11.24 全木連臨時総会（情報交換会他）東京都木場 木材会館 理事長 

12.2 林業まつり実績報告会 村山総合支庁講堂 理事長、専務ほか 

12.6 【やまがた県産木材利用センター】 
やまがたの木認定事業者講習会、やまがたの木認証制度検討委員会 

理事長、専務ほか 

●その他【木産協も参加して行われた会議等】 

 ※ 第 69回山形県美しい森林づくり推進大会記念鼎談 

（10月 31日（月）：山形市内パレスグランデール） 

林野庁（前田林政部長）、上智大学（柴田客員教授）、㈱シェルター（木村会長）に

よる「産学官の連携による木材利用の推進」をテーマに鼎談形式で開催されました。 

●開催概要：5年目を迎える JAS構造材実証支援事業（全木連）の積極活用、JAS認証材の

普及促進についての県行政に対する陳情・要望活動を継続して展開することなど協議を行

いました。今年度は、JAS第三者検査機関の協力を得ながら、PR用パンフレット等を作成

し、公共建築物・非住宅等への JAS製材品優先使用の促進を図る方針。 
（具体的な事業計画） 

「東京ＭＯＣＴＩＯＮ」、「山形県林業まつり」等の各種イベントや、JAS製材工場 

の紹介動画（DVD）のホームページ等での情報発信、新聞等での事業者の紹介など、 

工務店等の建築設計関係者に加えて一般県民等に対しても JAS製材品の普及・啓発 

を図る。 
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㈱山形城南木材市場 

「原木市」開催される！ 

国有林のブランド材【前森スギ】（真

室川町産）のみを取扱った原木市が、

11 月 8 日に山形市の㈱山形城南木材市

場で開催されました。 

前森スギ６ｍ材が 18 本 

前森スギ４ｍ材が 25 本 

その他 2m も含め約 30 ㎥が競売され

ました。競売では 10 社が購入し完売と

なり、販売価格は 6m 材で 3 万円を、

4m 材で 6 万円を超える落札価格となる

ものもあり、地域林業を元気づける大変

盛況な原木市となりました。 

国有林の規格では 80 年生以上で末口

が円形・通直な材を高 国 前森スギと

認定しており、今回の市では 2 本が高

品質な前森スギブランド材として販売さ

れています。 

各話題に最新情報があり大変好評でした 
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●やまがた森林ノミクス県民会議開催（松田理事長：現状報告！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●【令和 4年度 しあわせウッド運動による「積み木贈呈式」】～明るい話題～ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「やまがたしあわせウッド運動」の一環とし

て、幼児期からやまがたの木を身近に感じても

らうため、県内製材所の材を使った積み木を、

県内の認可保育所に提供する取り組みを行って

います。このたび、次のとおり贈呈式が開催さ

れました。子供たちは大喜びで、大盛り上がり

の贈呈式となりました。 

●令和４年 10 月 24 日（月）10 時 45 分から  

●はぐくみ保育園（新庄市北町１—５）  

●贈呈者：最上総合支庁長 泉洋之様 

●配布する積み木（木箱２つ分） 

※積み木は【木産協】が委託を受け製作しま

した。 

最上総合支庁長（泉洋之氏）が楽しく贈呈 

令和 4年 11月 10日 暮 ら し に 生 か そ う 木 の 良 さ を 11月号 (第 49巻 8号) 4 

【木材産業の厳しい状況を説明：標記会議が 10月 18日（火）、県庁講堂で開催】 

昨年度来のウッドショックの影響による木材取引の好景気に陰りが見え、6月以降は木材需要が一段落

し、ここに来て、地域の林業・木材産業を取り巻く状況が一変して厳しい状況となっていることを現状報

告しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業界としても、森林ノミクスを加速化させるため、県と連携した様々な事業展開を模索します。 

今年度初となる、森林ノミクス推進課と木産協三役の意見交換会を実施しています。 

【正に現場ベースで官民の連携を模索】 

【素材生産等の現場では】 

・生産面では、燃料燃油の高騰による生産コストの上昇。販売面では、ウッドショク後の影響で原

木・製品がタブついており、各専門工場が受け入れ制限をしている状況。さらには、社会情勢が

目まぐるしく変動する中先行不透明な状況もあり、木材取引には非常に厳しい環境となっており

さらなる官民連携による需要拡大が望まれます。 

【製材工場等の現場では】 

・原木流通がＢ材主体の流れとなっている中、受注生産主体となっている県内の製材工場は、必要

な時に、必要な中目材、角目材を購入できない状況が継続。ここにきて、大幅な【電気料金】の

高騰により、（契約形態により値上げ幅は異なる）生産コストの大幅増の要因となり、経営を大き

く圧迫している状況。住宅需要の減少に伴う製品価格の値下がりも予測されます。 
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 【木産協：組合員の皆様には配布させていただきます】 

●令和４年度 木材利用優良施設コンクール 優良施設部門 優秀賞受賞 

 施設名 米沢市 田沢コミュニティセンター（施工：米沢市 用途：研修・多目的交流等施設） 
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（解説）令和 3年 6月竣工              ※木材利用推進中央協議会主催事業 

（設計：㈲鈴木陽一建築設計事務所 建築：吉田建設株式会社） 

 

〇 今回の施設整備が行われた【田沢地区（田沢自彊会）】は、江戸時代から米沢藩で使用す

る木材を生産し、川を利用して木材を城下まで流す「木流し」や「草木塔」という石碑を建

立している草木塔の里として知られています。 

 

〇 県内有数の豪雪地帯で、 

【積雪荷重や屋根からの落雪、除雪作業を考慮した構造】 

【冬季間の地区民の交流の場として多目的に利活用できる施設】として、木構造が意匠的に

も美しい景観を醸し出す施設として整備されています。 

 

〇 建築に使われた木材の多くは田沢産スギ（自彊会の山から出材）で、地域の製材工場で加

工され、地元工務店が施工したものです。県内でも特に広葉樹資源に恵まれた地域でもある

ことから、床材・壁材には、スギ材のほかオニグルミ等の広葉樹材を多用しています。 

【使用量：木造軸組平屋（207㎥ 0.35㎥/㎡）、広葉樹板材等多用（オニグルミ、カバ材）】 

 【木材加工：㈱アイタ工業（JAS認証工場）、おきたま木材乾燥センター㈱（JAS認証工場）】 

 

〇 また、田沢地域は、令和２年５月に、草木塔を含む「米沢市の山と暮らしを伝える遺産群」

として日本森林学会の【林業遺産】として認定されています。そのため、完成後の施設にも、

施設利用者や地域住民に対する地域木材利用や、草木塔を含む林業遺産の意義等に関する展

示コーナーあり、森林環境教育を実施する場として有効活用されています。 

林業遺産 草木塔 

外 観 雪国ならではの雁木構造 

オニグルミの大黒柱 
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●やまがた県産木材利用センターからのお知らせ 
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一般住宅のほか、民間施設の木造化・木質化を推進する「カギ」となるお話しです。県内で流通してい

る一般流通材や地域材を活用しながら、中規模の施設も木造化を進めるウッドチェンジへの参加を PR。 

利用センターの HPを参照願います。 
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●11月 18日（金）全国に向けた東京【モクション】オンライン説明会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●山形県原油価格・物価高騰緊急支援給付金（第 2弾）の申請受付開始(ちゅうおうかい通信) 

  

新型コロナウイルス感染症第７波の影響による売り上げの減少や、原油価格・物価高騰による経

費の増加によって県内事業者は大きく影響を受けています。これら事業者を支援するため「原油価

格・物価高騰緊急支援給付金」（第 2弾）が支給されます。令和 4年 11月 1日から令和 5年 1月 6

日までが申請受付となっています。詳細は、https://yamagata-genyubuka-kyufu.jp/ で確認して

ください。 

● 給付対象者：県内の法人及び個人事業主（ただし、大企業、政治団体、系統出荷による収入

を主とする農林水産業者、関連給付金を受給した事業者を除く） 

● 給付額：法人 10万円、個人事業主 5万円（8月 3日からの大雨被災事業者はその倍額） 

● 給付要件：令和 4年 7月、8月、9月いずれかの売り上げが、令和元年～3年のいずれかの年

の同月と比較して 30％以上減少した県内事業者。令和 4年 7月、8月、9月いずれかの仕入

原価等（仕入原価、燃料費、光熱水費）が、令和元年～3年のいずれかの年の同月と比較し

て増加しており、かつ粗利益が 30％以上減少した県内事業者。 

 

●講習会の開催案内            ●事業提案募集案内 
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MOCTION（モクション）は東京都

が運営し、全国各地の木材活用の

取り組みを紹介する展示スペース

です。 

 今回は、県産広葉樹 JAS製材品

や広葉樹フローリング、県産材で

作られた皿、積み木などの日用品

が展示されますので、会場までお

越しいただける方は、山形県産材

で作られた木製品にふれてみてく

ださい。 

 遠方で会場にお越しいただけな

い皆さまには、（11/18）オンライ

ンセミナーで展示内容や取り組み

をご紹介いたします。 

https://moction.jp/news/1349/

より【事前登録フォーム】に進み 

登録してください。 

 

木質耐火部材を用いた木造建築物設計マニアル

2022オンライン講習会 

【今後の開催日】11/24,1/12,1/24,2/8,2/21 

【プログラム】 

・中大規模木造建築の最新状況（東京都市大学名

誉教授：大橋好光氏） 

・技術仕様、マニュアル運用について（事務局） 

（3 時間程度） 
詳しくは、日本木造耐火建築協会ホームページを参照 

 

 

 

 

 

令和 4年度優良木造建築物等整備推進事業 

第 3期事業提案募集 

【対象事業】 

普及拡大段階の木造化技術を活用したプロジェ

クトを支援する事業 

【応募期間】（令和 4年 12月 9日まで） 

【応募方法】 

・事業評価事務局 HP に掲載された募集要項参照 

詳しくは、http://www.sendo-shien.jp/04/ 

https://moction.jp/news/1349/
https://moction.jp/news/1349/
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●住宅着工状況（９月期） 
令和 4年 9 月期の県内新設住宅着工戸数は 356 戸となり、対前月比 70.9％、対前年同月比 73.9％、対前年累計比は 86.9％となった。 

県内での持家の減少傾向は継続。地区別の前年比、累計比とも県内 4 地域で減少傾向が継続。木造率は 90.7％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 11月 10日 暮 ら し に 生 か そ う 木 の 良 さ を 11月号 (第 49巻 8号) 8 


